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杉並区・東吾妻町杉並区・東吾妻町

バレーボール交流会バレーボール交流会
ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ

★ 新年のご挨拶★ 新年のご挨拶
★ 税の申告はお早めに ★ 税の申告はお早めに 
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 ◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー ◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 ◆ みんなの広場 

ひがしあがつまひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち住民が誇りを持って暮らすまち

広
報
広
報

11 月 18 日に町民体育館で「杉並区・東吾妻町バレーボール交流大会」が４年ぶり
に行われました。杉並区から２チーム、当町からは１チームが参加し熱戦が繰り広
げられました。競技後は、コニファーいわびつで懇親会を開き、親睦を深めました。



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
家
族
お
揃
い

　

皆
さ
ま
に
は
ご
家
族
お
揃
い

で
辰
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

で
辰
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
「ふ
る
さ
と
祭

の
影
響
に
よ
り
、
「ふ
る
さ
と
祭

り
」
を
３
年
間
断
念
し
て
き
ま

り
」
を
３
年
間
断
念
し
て
き
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心

に
活
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
れ

に
活
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
、
昨
年
９
月

ば
と
、
昨
年
９
月
1616
日

「
東

日

「
東

吾
妻
ふ
る
さ
と
花
火
」
を
町

吾
妻
ふ
る
さ
と
花
火
」
を
町

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
し
ま
し

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
た
。
3030
分
間
に
１
５
０
０
発
の

分
間
に
１
５
０
０
発
の

花
火
が
打
ち
上
が
り
、
多
く

花
火
が
打
ち
上
が
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
夜
空
の
華
や
か
な

の
皆
さ
ま
に
夜
空
の
華
や
か
な

シ
ョ
ー
を
堪
能
い
た
だ
き
ま
し

シ
ョ
ー
を
堪
能
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
。

　

令
和
３
年
か
ら
実
施
し
て
き

　

令
和
３
年
か
ら
実
施
し
て
き

ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集

ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
は
、

団
接
種
は
、
1111
月月
2525
日
を
も
っ

日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
来
年
度
か

て
終
了
し
ま
し
た
。
来
年
度
か

ら
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

ら
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
定
期
接
種
へ
と
移
行
し
、
自

に
定
期
接
種
へ
と
移
行
し
、
自

ら
の
判
断
に
よ
り
病
院
、
診
療

ら
の
判
断
に
よ
り
病
院
、
診
療

所
等
で
接
種
い
た
だ
く
こ
と
に

所
等
で
接
種
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
健
康
サ

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
健
康
サ

ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、

ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、
5050
歳歳

以
上
の
方
が
、
帯
状
疱
疹
の
予

以
上
の
方
が
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
し
た
場
合
、
１
回
に

防
接
種
を
し
た
場
合
、
１
回
に

つ
き
５
千
円
の
補
助
事
業
を
開

つ
き
５
千
円
の
補
助
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

始
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
、
高
齢

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
運
転
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

者
の
運
転
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

ル
の
踏
み
違
え
に
よ
る
事
故
が

ル
の
踏
み
違
え
に
よ
る
事
故
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
7070
歳歳

以
上
の
方
が
マ
イ
カ
ー
に
自
動

以
上
の
方
が
マ
イ
カ
ー
に
自
動

車
誤
発
進
防
止
装
置
を
設
置

車
誤
発
進
防
止
装
置
を
設
置

し
た
場
合
、
費
用
の
４
分
の
３

し
た
場
合
、
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
５
万
円
）
の
補
助
事
業

（
上
限
５
万
円
）
の
補
助
事
業

を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
直
下
の
吾
妻
線

　

八
ッ
場
ダ
ム
直
下
の
吾
妻
線

旧
線
区
間
を
活
用
し
た
体
験

旧
線
区
間
を
活
用
し
た
体
験

型
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
自
転

型
観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
自
転

車
型
ト
ロ
ッ
コ
「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」

車
型
ト
ロ
ッ
コ
「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」

の
人
気
が
上
昇
し
、
乗
車
を

の
人
気
が
上
昇
し
、
乗
車
を

楽
し
む
観
光
客
が
増
加
し
て

楽
し
む
観
光
客
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
運
行
開
始
し
た
２

い
ま
す
。
運
行
開
始
し
た
２

年
目
の
令
和
３
年
度
の
２
・
７

年
目
の
令
和
３
年
度
の
２
・
７

倍
、
昨
年
度
を
２
千
人
上
回

倍
、
昨
年
度
を
２
千
人
上
回

る
２
万
３
千
人
の
方
に
ご
乗
車

る
２
万
３
千
人
の
方
に
ご
乗
車

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
信
自
動
車
道
厚
田
イ
ン

　

上
信
自
動
車
道
厚
田
イ
ン

タ
ー
・
松
谷
東
交
差
点
間
の
吾

タ
ー
・
松
谷
東
交
差
点
間
の
吾

妻
西
バ
イ
パ
ス
約
７
㎞
は
、
今

妻
西
バ
イ
パ
ス
約
７
㎞
は
、
今

年
３
月
中
に
工
事
を
終
了
し
、

年
３
月
中
に
工
事
を
終
了
し
、

一
般
供
用
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
供
用
と
な
る
予
定
で
す
。

　

植
栗
・
中
之
条
イ
ン
タ
ー
は

　

植
栗
・
中
之
条
イ
ン
タ
ー
は

東
吾
妻
町
、
中
之
条
町
、
高

東
吾
妻
町
、
中
之
条
町
、
高

山
村
な
ど
の
皆
さ
ま
が
利
用
す

山
村
な
ど
の
皆
さ
ま
が
利
用
す

る
重
要
な
イ
ン
タ
ー
で
す
。
こ

る
重
要
な
イ
ン
タ
ー
で
す
。
こ

こ
に
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設

こ
に
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設

置
し
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車

置
し
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
駐
車

場
を
整
備
し
、
マ
イ
カ
ー
を
置

場
を
整
備
し
、
マ
イ
カ
ー
を
置

い
て
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
バ
ス
タ

い
て
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
バ
ス
タ

新
宿
や
都
内
等
に
向
か
う
こ
と

新
宿
や
都
内
等
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
バ
ス
タ
東
吾
妻

（
仮

が
で
き
る
バ
ス
タ
東
吾
妻

（
仮

称
）
、
隣
接
し
て
地
域
の
物
産

称
）
、
隣
接
し
て
地
域
の
物
産

を
販
売
す
る
施
設
等
の
設
置
を

を
販
売
す
る
施
設
等
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

　

令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

心
に
寄
り
添
い
、
議
会
と
連
携

心
に
寄
り
添
い
、
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
職
員
の
力
を
集
結

し
な
が
ら
、
職
員
の
力
を
集
結

し
て
、
東
吾
妻
町
第
２
次
総

し
て
、
東
吾
妻
町
第
２
次
総

合
計
画

「
住
民
が
誇
り
を
持
っ

合
計
画

「
住
民
が
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現
に
向

て
暮
ら
す
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
皆
さ

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
皆
さ

ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年

ま
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

東
吾
妻
町
長

東
吾
妻
町
長

中
澤
中
澤  

恒
喜
恒
喜
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
議
会

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
議
会

を
代
表
し
て
新
春
の
お
慶
び
を

を
代
表
し
て
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
も
令
和
５
年
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
も
令
和
５
年
５

月
８
日
に
、
２
類
相
当
か
ら
５

月
８
日
に
、
２
類
相
当
か
ら
５

類
感
染
症
に
変
わ
り
、
徐
々

類
感
染
症
に
変
わ
り
、
徐
々

に
日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り

に
日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
町
や
各
地
の
行
事
、

ま
す
が
、
町
や
各
地
の
行
事
、

お
葬
式
の
や
り
方
等
、
コ
ロ
ナ

お
葬
式
の
や
り
方
等
、
コ
ロ
ナ

禍
前
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ

禍
前
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

世
界
に
目
を
向
け
る
と
ウ
ク
ラ

世
界
に
目
を
向
け
る
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
や
ガ
ザ
地
区
の
紛

イ
ナ
の
戦
争
や
ガ
ザ
地
区
の
紛

争
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
日
本

争
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
日
本

で
も
物
価
高
騰
に
大
き
な
影

で
も
物
価
高
騰
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
町
で
も
コ
ロ

響
が
出
て
い
ま
す
。
町
で
も
コ
ロ

ナ
対
策
や
物
価
対
策
と
し
て
、

ナ
対
策
や
物
価
対
策
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
緊
急
経
済
対

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
緊
急
経
済
対

策
商
品
券
支
給
事
業
、
低
所

策
商
品
券
支
給
事
業
、
低
所

得
世
帯
支
給
給
付
金
事
業
等

得
世
帯
支
給
給
付
金
事
業
等

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
少

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
で
も
暮
ら
し
や
す
い
世

し
ず
つ
で
も
暮
ら
し
や
す
い
世

情
に
向
か
って
い
く
こ
と
を
望
む

情
に
向
か
って
い
く
こ
と
を
望
む

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　

町
議
会
は
昨
年
４
月

　

町
議
会
は
昨
年
４
月
2323
日日

に
、
合
併
以
来
初
め
て
無
投

に
、
合
併
以
来
初
め
て
無
投

票
で
当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

票
で
当
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

が
、
こ
の
先
の
な
り
手
不
足
が

が
、
こ
の
先
の
な
り
手
不
足
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

５
月

　

５
月
1515
日
よ
り
、
新
し
く
議

日
よ
り
、
新
し
く
議

員員
1212
名
、
内
訳
は
新
人

名
、
内
訳
は
新
人
22
名
、
名
、

現
職
現
職
1010
名
が
誕
生
し
、

名
が
誕
生
し
、
3030
代代

か
ら
か
ら
7070
代
ま
で
、
各
年
代
層
の

代
ま
で
、
各
年
代
層
の

年
齢
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
さ

年
齢
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
反
映
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
反
映
さ

れ
、
活
性
化
し
た
議
会
と
な
る

れ
、
活
性
化
し
た
議
会
と
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
懸
案
で

　

６
月
定
例
会
で
は
懸
案
で

あ
っ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会

あ
っ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
、
９
月
定
例
会
に
お
い

を
設
置
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
初
め
て
同
委
員
会
を
開
催
、

て
初
め
て
同
委
員
会
を
開
催
、

議
員
と
執
行
部
で
熱
心
な
議

議
員
と
執
行
部
で
熱
心
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
認
定
に
な
り

論
が
交
わ
さ
れ
、
認
定
に
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
報
告
会
は
平
成

　

ま
た
議
会
報
告
会
は
平
成
2222

年
度
に
議
会
基
本
条
例
が
制

年
度
に
議
会
基
本
条
例
が
制

定
さ
れ
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
で

定
さ
れ
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
中
止
を
除
き

の
中
止
を
除
き
1212
回
目
を
迎

回
目
を
迎

え
る
に
至
り
、
今
ま
で
は
各
地

え
る
に
至
り
、
今
ま
で
は
各
地

区
５
会
場
で
開
い
て
い
た
の
で
す

区
５
会
場
で
開
い
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
は
役
場
庁
舎
１
会

が
、
今
回
は
役
場
庁
舎
１
会

場
で
午
前
と
午
後
に
分
け
て
行

場
で
午
前
と
午
後
に
分
け
て
行

い
、
そ
の
中
で

い
、
そ
の
中
で
1111
月
に
行
った
中

月
に
行
った
中

学
生
議
会
の
映
像
を
流
し
、
昼

学
生
議
会
の
映
像
を
流
し
、
昼

食
時
間
に
は
給
食
試
食
会

（給

食
時
間
に
は
給
食
試
食
会

（給

食
の
パ
ン
と
食
生
活
改
善
推
進

食
の
パ
ン
と
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
い
わ
び
つ
汁
を
提
供
）

協
議
会
の
い
わ
び
つ
汁
を
提
供
）

を
開
催
、
来
場
者
と
議
員
が

を
開
催
、
来
場
者
と
議
員
が

気
軽
に
懇
談
で
き
る
よ
う
な
カ

気
軽
に
懇
談
で
き
る
よ
う
な
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
を
試
み
ま
し
た
。

フ
ェ
タ
イ
ム
を
試
み
ま
し
た
。

　

ま
た
今
ま
で
議
場
に
来
て
も

　

ま
た
今
ま
で
議
場
に
来
て
も

ら
っ
て
い
た
中
学
生
議
会
も
、

ら
っ
て
い
た
中
学
生
議
会
も
、

今
回
は
初
め
て
学
校
へ
議
員
が

今
回
は
初
め
て
学
校
へ
議
員
が

出
向
い
て
、
３
年
生
全
員
と

出
向
い
て
、
３
年
生
全
員
と
1212

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
卒
業
研

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
卒
業
研

究

「

究

「
2020
年
後
の
私
と
町
の
理
想

年
後
の
私
と
町
の
理
想

の
姿
」
の
中
間
報
告
に
、
議
員

の
姿
」
の
中
間
報
告
に
、
議
員

が
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
後

が
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
後

半
に
は
議
員
の
テ
ー
マ
を
基
に

半
に
は
議
員
の
テ
ー
マ
を
基
に

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
な

　

こ
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

が
ら
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に

指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い
町
づ
く

耳
を
傾
け
、
よ
り
良
い
町
づ
く

り
を
、
町
と
共
に
考
え
て
お
り

り
を
、
町
と
共
に
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ま
す
。

　

結
び
に
、
迎
え
た
新
年
が
町

　

結
び
に
、
迎
え
た
新
年
が
町

民
の
皆
さ
ま
に
と
って
実
り
多
い

民
の
皆
さ
ま
に
と
って
実
り
多
い

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

東
吾
妻
町
議
会
議
長

東
吾
妻
町
議
会
議
長

佐
藤
佐
藤  

聡
一
聡
一
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の
申
告
は
お
早
め
に
！

　

令
和
５
年
の
所
得
税
と
個
人
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
之
条
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
会
場
を
以
下
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。　

期
限
間
近
に
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
告
会
場

　

中
之
条
税
務
署　

１
階
会
議
室

▼
開
設
期
間

　

令
和
６
年
２
月
16
日
㈮
～

　

３
月
15
日
㈮

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

▼
時
間

【
受
付
】
８
時
30
分
～
16
時

【
相
談
】
９
時
～

※
12
時
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く

■
　

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人

で
も
、
給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
額
が
あ
る
人
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
　

土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
取
得
を

　
　

さ
れ
た
方
や
贈
与
を
受
け
た
方

　

土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
所
得
（
公

共
事
業
に
よ
る
収
用
等
を
含
む
）
や

贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
相
談
す
る
場

合
は
、
以
下
の
日
程
に
限
り
、
申
告

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

中
之
条
税
務
署
（
☎
75
・
３
３
５
５
）

令和
５年分

税税税税

※確定申告会場の入場には、当日配付する「入場整理券」または、国税
庁 LINE 公式アカウントから事前に取得した入場整理券が必要です。

相談可能日

| 例えば |

令和６年 ２月
１日㈭、７日㈬、14 日㈬、20 日㈫、
22 日㈭、26 日㈪、28 日㈬

令和６年 ３月
１日㈮、５日㈫、７日㈭、11 日㈪、
13 日㈬、14 日㈭、15 日㈮

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン

を
使
っ
て
取
得
し
た

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就

職
し
て
い
な
い

な
ど
の
場
合
、
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　役場税務課では、令和５年分の申告相談を、役場本庁舎で開催します。町民税・
県民税は、１月１日から 12 月 31 日までの１年間の所得に対して翌年に課税されま
す。そのため収入・必要経費および所得控除について、毎年３月 15 日までに賦課
期日（１月１日）現在における所在地の役場等の税務課へ申告する必要があります。
■相談会場　東吾妻町役場　３階 301 会議室
■相談期間　令和６年２月 16 日㈮～３月 15 日㈮　９時～ 16 時（土日祝日を除く）
　　　　　※ただし、２月 25 日㈰に限り申告相談を実施します。（要電話予約）
■問い合わせ先　役場税務課　住民税係（☎ 68-2111 担当  小山日出映・武藤典子）

｜｜町県民税の申告相談町県民税の申告相談｜｜

国税庁 LINE
公式アカウント
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■
　

個
人
事
業
者
の
方

　

令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

帳
簿
を
作
成
・
保
存
す
る
義
務
の
あ

る
事
業
者
の
方
に
つ
い
て
、
売
上
げ

に
関
す
る
帳
簿
を
保
存
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
や
帳
簿
の
売
上
げ
に
つ

い
て
の
記
載
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
が
税
務
調
査
に
お
い
て
把
握
さ

れ
た
場
合
に
は
申
告
漏
れ
等
に
対
し

て
、
通
常
課
さ
れ
る
加
算
税
の
割
合

が
最
大
10
％
加
重
さ
れ
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

　

納
税
者
の
皆
さ
ま
の
適
正
な
記
帳

と
帳
簿
に
基
づ
く
正
し
い
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
個
人
事
業
者
の
記
帳
・
帳
簿
等
の

　

保
存
制
度
や
加
算
税
の
加
重
措
置

　

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
は
、

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

■
　

確
定
申
告
を
郵
送
さ
れ
る
方

　

確
定
申
告
書
な
ど
を
郵
送
に
よ
り

提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
以
下
の
送

付
先
「
関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン

タ
ー
前
橋
分
室
」
宛
へ
の
郵
送
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
送
付
先
】

　

〒
３
７
１
‐
８
５
８
７

　

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

　

前
橋
分
室

※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

■
　

申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、

　

通
知
カ
ー
ド
と
免
許
証
な
ど
の
本

　

人
確
認
書
類
（
顔
写
真
が
あ
る
も

　

の
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
な
ど
の
控

　

除
証
明
書

③
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
証
明
書

④
源
泉
徴
収
票

⑤
ご
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の

⑥
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要
な
書
類

■
　

問
い
合
わ
せ
先

　

中
之
条
税
務
署
（
☎
75
・
３
３
５
５
）

　

音
声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
。

動画でみる確定申告

確定申告

スマホで申告してみませんか

■問い合わせ先
【確定申告】

　国税庁ホームページ「タックスアンサー」「チャットボッ
　ト」「確定申告特集」をご利用ください。

【スマホ申告】
　「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎ 0570-01-5901）

スマホ申告は
こんなあなたにおすすめ

〇年末調整済みで医療費控除やふるさと納税などの寄附
金控除の申告をする方

〇年末調整をしていない方、２カ所以上の給与所得がある方
〇年金収入や副業などの雑所得がある方
〇株式等の譲渡（特定口座をお持ちの方）

　確定申告には、ご自宅のパソコンやス
マホ、タブレットでご利用いただける
e-Tax、スマホ申告が便利です。
　マイナンバーカードとスマホ（マイナ
ンバーカード読取対応）があれば、確定
申告の会場に出向く必要はありません。
　申告には、国税庁のホームページ「確
定申告等作成コーナー」を利用して確定
申告が行えます。ぜひご活用ください。

スマホ申告ではメリットがいっぱい

・マイナンバーカードとスマホがあれば、自宅から24時間
いつでも申告できる

・画面の案内に沿って入力すれば、自動計算される
・過去の申告データを利用して自動入力できる
・還付申告の場合、e-Taxなら早期還付される
・相談はチャットボットや電話でもできる
・スマホのカメラで源泉徴収票が自動入

力される
・マイナポータルと連携することで、一部

の所得控除が自動入力される マイナポータル

加重措置に
関するＱ＆Ａ

記帳・帳簿等
の保存制度
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	 　　　　　　　　　　　　	 　　　　　　　　　　　　Higashiagatsuma　Town NewsHigashiagatsuma　Town News

　11 月 20 日に配備から 22 年経過していた町消
防団第１分団第１部（原町）の消防ポンプ車を更
新しました。新しい消防車は、旧式の車両に比べ
安全装備を充実させたほか、放水能力が格段に向
上しています。有事の際は、より迅速かつ効果的
な消火活動が可能になり、地域防災の強化につな
がっています。

安安 心安全な地域へ
第１分団第１部消防ポンプ車納車

　11 月 22 日にはらまち保育所で２歳児の保育参
観が行われました。子どもたちはうたの披露をし
たのち、こもれびテラスで保護者と一緒に障害物
競走や乗り物競走など、身体を動かして楽しみま
した。運動後は、多目的室でパネルシアター「ね
このおいしゃさん」を保護者の膝の上で嬉しそう
に観ていました。

気いっぱい 笑顔をもらう
はらまち保育所　保育参観

　11 月 23 日に萩生獅子舞保存会による「秋季奉
納」が行われました。萩生公民館から始まり、笛
や太鼓を奏でながら淺間神社まで練り歩き、境内
で伝統の舞いを披露し奉納しました。舞いを奉納
したのは、萩生地区に住む中学生や小学生。獅子
舞の華麗な演舞で、五穀豊穣・無病息災・家内安
全などを祈願しました。

伝伝 統の舞いを披露
萩生獅子舞（秋季奉納）

　11 月 22 日に東吾妻中学校で３年生を対象に中
学生議会を開催しました。例年、代表の 10 数名
を議場に招き、町政について提言してもらいまし
たが、今回は形を変えて実施。議員が同中学校に
出向き、グループ毎に分かれ生徒と議員とで意見
交換をしました。「若者ならではの視点に驚いた」
と感銘を受けている議員もいました。

中中 学生と町議会議員が交流
東吾妻中学生議会

元元
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ひがしあがつまタウンニュースひがしあがつまタウンニュース

　12 月１日、２日に新潟県で開催された米・食
味分析鑑定コンクールで「あがつまさくや姫生産
組合」の３名と「茂木農園」の茂木早織さんが金賞・
特別優秀賞を受賞しました。今大会は、食味計な
どによる機械審査を通過した上位 40 点が特別優
秀賞として選ばれます。金賞については、審査員
が実際にお米を食べて優劣をつけ判断します。

おお いしいお米で入賞
米・食味分析鑑定コンクール

　11 月 30 日に太田公民館で教養講座「ガラスの
クリスマスオーナメント・リースづくり」を開催
しました。参加者は髙山みさ子先生（写真左）の
指導を受けながら、特殊な紙の上に、青色や緑色
のベネチアンガラスを固定し、ピンセットを使っ
てビーズで彩りを加えて、思い思いの作品を手が
けました。

リスマス飾りをつくる
太田公民館教養講座

クク

　11 月中旬から 12 月上旬にかけて町内こども園
で保育発表会を行いました。園児たちはカラフル
な衣装に身を包み、練習してきた歌や劇、踊りを
保護者に披露しました。写真はあづまこども園の
様子です。訪れた保護者は、子どもたちの可愛ら
しい姿をスマホやカメラで撮影しながら見守りま
した。

練練 習の成果を披露
町内こども園　保育発表会

左から加部精一さん 特  、大塚美雄さん 金  、町長、
佐藤精一さん 金 、大塚秋則さん

　11 月 30 日に原町祇園祭の四町関係者
から要望書が提出されました。ここ４年
間は新型コロナウイルス感染症を考慮し、
神事のみ執り行ってきましたが、来年か
らは新しい形としてふるさと祭り等と併
せて、行政と一体となって山車の運行を
再開し、伝統文化の継承につなげていき
たいとの要望を受けました。

原町祇園祭の今後について  ～原町四町祭典関係者が要望～
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歴史・文化探訪
担当

今
回
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
第
６
回

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
ま
だ
ま
だ
続
く
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
28
年
よ

り
毎
年
開
催
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る

学
術
系
イ
ベ
ン
ト
で
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
岩
櫃
城
跡
の
実
態
と
調
査
成
果
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
平
成
28
年
か
ら
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
５
回
を
数

え
る
開
催
で
す
が
、
岩
櫃
城
跡
を
戦
国
史

や
城
下
町
、
城
内
で
の
金
属
加
工
な
ど
多

く
の
視
点
か
ら
見
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

第
６
回
で
は
、
改
め
て
岩
櫃
城
跡
の
縄
張

り
に
着
目
し
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
題
し
て
『
岩
櫃
城
を
捉
え
な
お
す
』。

●
第
６
回
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容

　

は
？

　

第
６
回
の
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
日

は
令
和
６
年
２
月
４
日
㈰
の
13
時
か
ら
と

な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
先
ほ
ど
も
掲

げ
ま
し
た
が
、『
岩
櫃
城
を
捉
え
な
お
す
』

と
し
、
原
点
に
戻
る
意
味
で
岩
櫃
城
の
構

造
そ
の
も
の
に
注
目
し
ま
す
。
果
た
し
て

ど
の
よ
う
な
城
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
縄

張
り
図
か
ら
再
度
検
討
を
し
て
み
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
の
内
容
に
関
し
て
、

お
話
を
す
る
の
は
筆
者
を
含
め
て
３
人
で

す
。

　

東
吾
妻
町
教
育
委
員
会
事
務
局
か
ら

は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
容
に
関
す
る

趣
旨
説
明
と
と
も
に
、
今
後
文
化
財
保
護

事
業
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
「
東
吾
妻
町
中
世
城
館
再
調

査
事
業
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
岩
櫃
城
に
限
ら
ず
お
城
そ

の
も
の
の
構
造
に
視
点
を
設
け
、
城
に
対

す
る
新
た
な
評
価
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
東
吾
妻

町
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
30
あ
ま
り
の
中
世

城
館
（『
群
馬
県
の
中
世
城
館
』
か
ら
の

数
計
）
は
、
主
に
１
９
７
０
～
１
９
８
０

年
代
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
把
握
さ
れ
、

一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
ま
し
た
（
山
崎
一

『
群
馬
県
古
城
塁
趾
の
研
究
』
や
群
馬
県

教
育
委
員
会
『
群
馬
県
の
中
世
城
館
』
な

ど
）
が
、
そ
の
後
40
年
を
経
過
す
る
中
で

現
在
の
研
究
視
点
（
水
準
）
で
改
め
て
東

吾
妻
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
城
館
を
考
え
る
こ

と
は
岩
櫃
城
を
検
討
す
る
う
え
で
も
非
常

に
重
要
で
、
そ
れ
に
よ
り
東
吾
妻
町
の
中

世
城
館
の
特
徴
と
性
質
を
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
事
務
局
か
ら
は
そ
ん
な
話
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
人
目
の
登
壇
者
と
し
て
は
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
馴
染
み
の
顔
と
な
り
ま

し
た
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
学
芸
員
の
齋

藤
慎
一
先
生
で
す
。
齋
藤
先
生
は
全
国
の

中
世
城
館
の
構
造
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
城
と
地
域
、
道
、
景
観
な
ど
の
復
元

研
究
と
い
っ
た
広
い
分
野
の
研
究
を
第
一

線
で
進
め
て
お
り
、
近
年
は
「
城
と
は
何

か
」
を
追
求
し
続
け
て
い
る
方
で
す
。
群

馬
県
で
も
岩
櫃
城
を
は
じ
め
、
太
田
市
の

金
山
城
な
ど
数
多
く
の
城
の
調
査
や
保
存

整
備
に
関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

齋
藤
先
生
か
ら
は
群
馬
県
内
に
残
る
数
多

く
の
中
世
城
館
に
着
目
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
特
徴
な
ど
を
整
理
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
そ
の
中
で
岩
櫃
城
が
ど
の
よ
う

な
城
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
群
馬

県
内
の
中
世
城
館
と
岩
櫃
城
の
構
造
か

ら
、
お
話
を
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
群

馬
県
内
に
お
け
る
中
世
城
館
を
概
観
す
る

よ
う
な
お
話
を
提
供
す
る
機
会
が
こ
れ
ま

で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
大
変
貴
重

な
機
会
か
と
思
い
ま
す
。
齋
藤
先
生
の
講

演
タ
イ
ト
ル
は
「
上
野
国
と
岩
櫃
城
」
で

す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

２
人
目
の
登
壇
者
は
、（
公
財
）
群
馬

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
の
飯
森
康
広

先
生
で
す
。
飯
森
先
生
は
長
年
群
馬
県
内

の
中
世
城
館
を
数
多
く
踏
査
さ
れ
、
ご
自

分
で
も
多
く
の
城
の
縄
張
り
図
を
お
書
き

に
な
っ
て
い
る
研
究
者
で
す
。
ま
た
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
数
年
前
に
未

周
知
の
城
郭
発
見
と
し
て
、
安
中
市
に
所

在
す
る
碓
氷
峠
の
陣
城
に
つ
い
て
公
表
を

さ
れ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
岩
櫃

城
の
新
た
な
縄
張
り
図
を
作
成
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
岩
櫃
城
の
縄
張
り
図
作
成

者
と
し
て
著
名
な
山
崎
一
先
生
や
齋
藤
慎

一
先
生
の
書
か
れ
た
図
と
比
較
し
、
城
の

構
造
理
解
と
し
て
ど
の
よ
う
な
相
違
が
生

ま
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
従
来
か
ら
の
見
解

を
踏
襲
さ
れ
て
い
る
か
実
に
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
ご
講
演
か
ら
新
た
な
岩

櫃
城
の
構
造
評
価
が
導
か
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
タ
イ
ト
ル
は

「
岩
櫃
城
の
構
造
を
読
み
な
お
す
」
で
す
。

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

  

以
上
が
各
お
話
の
簡
単
な
内
容
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
講
演
が
終
了
し
た
の
ち

は
、
事
務
局
を
交
え
て
簡
単
な
座
談
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
岩
櫃
城
を
含

め
て
東
吾
妻
町
の
中
世
城
館
を
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
、
将
来
を
見
据
え
た
お

話
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
登
壇
者
と
そ
の

お
話
し
さ
れ
る
中
身
に
つ
い
て
、
多
少

な
が
ら
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
ま
さ
に
お
城
の

専
門
研
究
者
で
あ
る
お
二
人
か
ら
実
に
中

身
の
濃
い
お
話
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
岩
櫃
城
の
構
造
に
つ
い
て
新

た
な
光
が
あ
た
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
２
月
４
日
、
ぜ
ひ
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

第
6
回
岩
櫃
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
決
定
！
令
和
6
年
２
月
４
日
（
日
）

8



13
:0

5~
   

  

13
:0

5~
   

  

吉田智哉
東吾妻町教育委員会

東吾妻町中世城館

再調査事業の実施

　　構想

  
   

    13:30~  
   

    13:30~

齋藤慎一
江戸東京たてもの園

上野国と岩櫃城

15:00~

15:00~

飯森康広
群馬県埋蔵文化財調査事業団

読みなおす
岩櫃城の構造を

16:15~
16:15~

座談会
群馬県の中世城館と岩櫃城

齋藤慎一
飯森康広
吉田智哉

岩櫃城を捉えなおす
第６回岩櫃城フォーラム

　群馬県内の中世城館の様相から、岩櫃城の構造について考え、

共通していること、異なっていることを探ります。

　岩櫃城がどのようなお城なのか、城館の研究者視点からお話を

うかがいます。

　群馬県内の中世城館の様相から、岩櫃城の構造について考え、

共通していること、異なっていることを探ります。

　岩櫃城がどのようなお城なのか、城館の研究者視点からお話を

うかがいます。

令和６年２月４日 ( )日

会場　東吾妻町コンベンションホール
開会　午後１時（３０分前開場）

群馬県吾妻郡東吾妻町大字原町 1046

申込不要 自由席

ぐんま県民カレッジ認定講座
手帳をお持ちの方はご持参ください。

主　催　東吾妻町教育委員会

後　援　群馬県　東吾妻町観光協会　上毛新聞社
問合せ　東吾妻町教育委員会事務局（社会教育課）　電話 0279-68-2601 

共　催　東吾妻町
群馬原町駅

東吾妻町

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ

JR 吾妻線

原町バイパス

中央公民館

会場周辺駐車場地図
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高
尿
酸
血
症
は
痛
風
の
ほ
か
に
も
尿
酸

が
主
に
尿
か
ら
排
泄
さ
れ
る
こ
と
か
ら
腎

臓
で
尿
酸
結
石
が
形
成
さ
れ
、
尿
路
結
石

や
腎
機
能
低
下
を
来
す
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
尿
酸
産
生
過
剰
、
プ
リ
ン
体
過

剰
摂
取
、
尿
酸
排
泄
低
下
が
高
尿
酸
血
症

の
誘
因
と
な
る
こ
と
か
ら
「
プ
リ
ン
体
の

多
い
食
事
を
控
え
る
」
と
い
っ
た
食
事
療

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
飲
酒

は
飲
料
の
プ
リ
ン
体
含
有
量
に
よ
ら
ず
、

体
内
で
の
プ
リ
ン
体
産
生
を
起
こ
す
こ
と

▶プリン体の多い食品と少ない食品▶プリン体の多い食品と少ない食品
含有量 主な食品

極めて多い
（300㎎～）

鶏レバー、マイワシ干物、イサキ白子、あんこう肝酒
蒸し、かつお節、煮干し、干し椎茸

多 い
（200㎎～300㎎）

豚レバー、牛レバー、かつお、マイワシ、大正エビ、
マアジ干物、サンマ干物

少 な い
（50㎎～100㎎）

ウナギ、ワカサギ、豚ロース、豚バラ、牛肩ロース、
牛肩バラ、牛タン、マトン、ボンレスハム、プレスハ
ム、ベーコン、ツミレ、ほうれん草、カリフラワー

極めて少ない
（～50㎎）

コンビーフ、魚肉ソーセージ、かまぼこ、焼きちく
わ、さつま揚げ、数の子、すじこ、ウインナーソー
セージ、豆腐、牛乳、チーズ、バター、鶏卵、パン、
果物、とうもろこし、じゃがいも、さつまいも、米
飯、うどん、そば、キャベツ、大根、白菜、トマト、
にんじん、ひじき、わかめ、こんぶ

　

今
回
は
痛
風
に
つ
い
て
で
す
。
年
末
年

始
で
食
べ
過
ぎ
た
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
た

と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
い
ず
れ
も
尿

酸
値
を
上
げ
て
し
ま
う
原
因
と
な
り
、
痛

風
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

尿
酸
は
プ
リ
ン
体
の
最
終
代
謝
産
物
で

す
。
血
液
中
の
尿
酸
値
が
７
・
０
㎎
／
㎗

を
超
え
る
と
高
尿
酸
血
症
と
診
断
さ
れ
ま

す
。
尿
酸
値
が
高
い
だ
け
で
は
自
覚
症
状

は
現
れ
ま
せ
ん
が
、
高
尿
酸
血
症
が
長
期

間
持
続
す
る
と
関
節
内
に
尿
酸
結
晶
が
形

成
さ
れ
、
そ
こ
で
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
で
関
節
炎
を
発
症
し
ま
す
。
こ
れ

が
痛
風
で
す
。
尿
酸
値
は
女
性
に
比
べ
て

男
性
で
高
い
傾
向
が
あ
り
、
痛
風
患
者
の

９
割
以
上
が
男
性
で
す
。
急
性
関
節
炎
で

あ
れ
ば
１
週
間
か
ら
２
週
間
で
改
善
し
ま

す
が
、
急
性
関
節
炎
を
繰
り
返
す
と
慢
性

関
節
炎
と
な
り
痛
風
結
節
と
呼
ば
れ
る
膨

ら
み
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
温

度
が
低
い
ほ
ど
尿
酸
結
晶
が
で
き
や
す
い

こ
と
か
ら
身
体
の
末
端
で
関
節
炎
を
発
症

す
る
こ
と
が
多
く
、
足
の
親
指
の
付
け
根

が
有
名
で
す
。
ほ
か
に
も
足
首
や
足
の
甲
、

膝
、
手
首
、
肘
な
ど
が
痛
風
の
起
き
や
す

い
部
位
に
な
り
ま
す
。

東吾妻町国保国保診療所だより
　

町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
痛
風
」
に

つ
い
て
で
す
。

「「１１月の診療予定表」　　月の診療予定表」　　【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00【受付】8:30 ～ 11:45、14:00 ～ 17:00
日日 月 火火 水水 木 金 土土

12/3112/31
休診休診

1/11/1
休診休診

22
休診休診

33
休診休診

44 55 66
休診休診

77
休診休診

88
休診休診

99
午後午後
往診往診

1010
休診休診

1111
午後午後
往診往診

1212
午後午後
往診往診

1313
休診休診

1414
休診休診

1515
午後午後
講義講義

1616 1717
休診休診

1818
午後午後
会議会議

1919 2020
休診休診

2121
休診休診

2222 2323 2424
休診休診

2525 2626 2727
休診休診

2828
休診休診

2929 3030 3131
休診休診

2/12/1 22 33
休診休診

44
休診休診

55 66 77
休診休診

88 99 1010
休診休診

■連絡先　国保診療所　石渡　栞（☎ 59-3010）

か
ら
尿
酸
値
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
肥
満
は

尿
酸
の
産
生
増
加
、
排
泄
低
下
を
起
こ
し

尿
酸
値
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。
適
度
な

飲
酒
量
を
守
る
こ
と
、
肥
満
を
解
消
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

生
活
習
慣
改
善
で
も
高
尿
酸
血
症
が
持

続
し
、
痛
風
・
痛
風
結
節
が
あ
れ
ば
薬
の

適
応
に
な
り
ま
す
。
一
方
で
高
尿
酸
血
症

が
あ
っ
て
も
痛
風
を
起
こ
し
た
こ
と
の
な

い
場
合
を
無
症
候
性
高
尿
酸
血
症
と
呼
び

ま
す
。
無
症
候
性
高
尿
酸
血
症
の
３
分
の

２
以
上
は
そ
の
ま
ま
無
症
候
で
経
過
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
尿
酸
値
が
７
・
０
㎎
／

㎗
を
超
え
た
ら
す
ぐ
に
治
療
を
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
、
腎
機
能
障
害
な
ど
の

合
併
症
が
あ
れ
ば
８
・
０
㎎
／
㎗
以
上
、

合
併
症
が
な
け
れ
ば
９
・

０
㎎
／
㎗
以
上
で
薬
の
適

応
と
な
り
ま
す
。
健
診
結

果
な
ど
を
今
一
度
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。■参考文献

① 横手幸太郎　監修． 　内分泌疾患・糖尿病・代謝疾患 
 　―　診療のエッセンス．日本医師会，2021．
② 日本痛風・核酸代謝学会　編．　高尿酸血症・痛風の治療
　 ガイドライン　第３版［2022 年度追補版］．
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合
わ
せ
を
維
持
す
る
よ
う
に
、
奥
か
ら
新

し
い
臼
歯
が
生
え
て
き
ま
す
。

■
ゾ
ウ
の
進
化

　

ゾ
ウ
は
ヒ
ト
の
次
に
寿
命
の
長
い
哺
乳

類
で
す
。
巨
体
を
維
持
す
る
た
め
に
ゾ
ウ

は
１
日
２
０
０
㎏
以
上
の
草
を
食
べ
ま

す
。
歯
を
失
う
こ
と
は
ゾ
ウ
に
と
っ
て
死

を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゾ
ウ
は
究

極
に
進
化
し
た
臼
歯
を
有
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
ゾ
ウ
と
違
い
、

ヒ
ト
の
永
久
歯
は
二
度
と
生
え
か
わ
り
ま

せ
ん
。
ヒ
ト
の
大
臼
歯
の
寿
命
は
ほ
か
の

歯
に
比
べ
短
く
、
平
均
し
て
50
年
以
下
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

　

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
。
ま
ず
は
歯
と

口
の
健
康
づ
く
り
か
ら
。
町
が
行
う
健
診

事
業
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
定
期

健
診
を
活
用
し
、
８
０
２
０
の
達
成
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
考
文
献

　

大
泰
司
紀
之　

著

　

十
二
歯
考

　

医
歯
薬
出
版　

刊

　

田
畑　

純　

著

　

新
十
二
歯
考　

　

医
歯
薬
出
版　

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

の
牙
は
餌
と
な
る
木
の
皮
を
剥
ぐ
時
な
ど

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
牙
の
主
体
は
象
牙
質

で
そ
の
先
端
を
エ
ナ
メ
ル
質
が
覆
っ
て
い

ま
す
。
か
み
合
わ
せ
が
無
い
た
め
す
り
減

る
こ
と
が
な
く
、
先
端
は
生
涯
伸
び
続
け

ま
す
。

■
ゾ
ウ
の
臼
歯

　

ゾ
ウ
の
臼
歯
は
細
長
い
楕
円
形
で
、
か

み
合
わ
せ
の
面
は
洗
濯
板
の
よ
う
な
凸
凹

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
行
に
並
ぶ
凸
部
は

エ
ナ
メ
ル
質
か
ら
成
り
、
そ
の
端
は
つ
な

が
り
一
つ
の
輪
（
エ
ナ
メ
ル
輪
）
を
形
づ

く
っ
て
い
ま
す
。
輪
の
内
側
の
凹
部
は
象

牙
質
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
構
造
を
咬
板
（
稜
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

去
年
の
干
支
、
ウ
サ
ギ
の
臼
歯
に
は
２
つ

の
咬
板
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ゾ
ウ
の
臼
歯

に
は
最
大
で
30
近
く
の
咬
板
が
あ
り
、
草

食
動
物
の
中
で
も
突
出
し
て
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

■
ゾ
ウ
の
歯
の
生
え
か
わ
り

　

ゾ
ウ
の
臼
歯
は
６
回
も
生
え
変
わ
り
ま

す
。
ゾ
ウ
の
歯
の
生
え
か
わ
り
は
、
乳
歯

の
真
下
か
ら
永
久
歯
が
生
え
て
く
る
ヒ
ト

の
よ
う
な
垂
直
交
換
と
違
い
、
現
在
あ
る

臼
歯
の
さ
ら
に
奥
か
ら
新
し
い
臼
歯
が
生

え
て
き
ま
す
（
水
平
交
換
）。
臼
歯
の
咬

板
は
か
み
合
わ
せ
に
よ
り
す
り
減
る
と
、

手
前
か
ら
徐
々
に
と
れ
て
い
き
ま
す
。
失

わ
れ
た
古
い
臼
歯
の
咬
板
を
補
い
、
か
み

■
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
は
辰
年
で
す
。
辰
（
竜
）
は
も
ち

ろ
ん
想
像
上
の
動
物
。
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型

動
物
の
化
石
は
リ
ュ
ウ
コ
ツ
（
竜
骨
）
と

呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
漢
方
薬
に
用
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
長
い

牙
を
持
つ
ゾ
ウ
の
頭

骨
か
ら
竜
を
想
像
し

た
よ
う
で
す
。
リ
ュ
ウ

コ
ツ
の
主
成
分
は
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ

り
、
精
神
安
定
・
鎮

静
の
効
能
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ゾ
ウ
の
歯

　

ゾ
ウ
の
歯
は
６
本
。
上
あ
ご
に
象
牙
と

し
て
知
ら
れ
る
牙
を
２
本
有
し
ま
す
。
寅

の
よ
う
に
犬
歯
で
は
な
く
、
ゾ
ウ
の
牙
は

門
歯
（
切
歯
）
が
発
達
し
た
も
の
で
す
。

臼
歯
は
左
右
一
対
の
４
本
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

■
ゾ
ウ
の
牙

　

ウ
シ
な
ど
と
違
い
、
ゾ
ウ
は
前
歯
で
植

物
を
ち
ぎ
り
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ゾ
ウ
は
歯
の
代
わ
り
に
長
い
鼻
を
器
用
に

使
っ
て
植
物
を
ち
ぎ
り
と
り
ま
す
。
ゾ
ウ

知っておきたい歯歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
辰

に
ま
つ
わ
る
歯
の
話
」
に
つ
い
て

で
す
。

　102. 辰にまつわる歯の話

１月１月の健康相談の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。

【東地区】
■日　時　令和６年１月 16 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター

【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　令和６年１月 17 日㈬ 13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

１月の認知症家族会１月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。認知
症にうまく付き合っていくために、日ごろの介護に
関する悩みやストレスを解消しませんか。
■期　日　令和６年１月 30 日㈫
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　包括支援センター（☎ 68-0200）



InformationInformation

１月の母子保健事業日程表１月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 10 日㈬

はっぴい歯科健診
個別通知を

ご確認ください

平成 29 年 11 月 22 日～ 30 日、平成 30 年６月・７月、
令和元年６月・７月、令和３年６月・７月・12 月、
令和４年１月生まれ

11 日㈭
平成 29 年 12 月１日～平成 30 年２月 20 日、
平成 30 年 12 月、平成 31 年１月、令和元年 12 月、
令和２年１月・６月・７月生まれ

17 日㈬ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込みください）

19 日㈮ １歳６カ月児健康診査
個別通知を

ご確認ください
令和４年３月 18 日～６月 28 日生まれ

24 日㈬ マタニティークラス① 13:00 ～ 13:15 妊婦と配偶者（１月 19 日㈮までに申し込みください）

29 日㈪

４カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和５年９月生まれ

７カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和５年６月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 令和４年 12 月生まれ

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  木暮絵菜）
●会　場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

１月 15 日㈪ ピヨピヨクラブ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

23 日㈫ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

１月の当番医予定表１月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

１月 7 日㈰ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

8 日㈪ 中山診療所
（高山☎ 70-5007）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

14 日㈰ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

21 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町☎ 68-2711）

28 日㈰ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

・診療時間は９時から17時までです。
・急患のための当番医制度です。緊急患者以外の受診は遠慮願います。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。
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InformationInformation

　

令
和
５
年
７
月
下
旬
頃
、
全
世
帯
に

配
布
し
た
「
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
使
用
期

限
が
切
れ
た
商
品
券
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
使
用
期
限
ま
で
に
ご
使
用
く

だ
さ
い
。
使
え
る
店
舗
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
券
は
簡
易
書
留
で
お
送

り
し
ま
し
た
が
、
役
場
へ
返
却
さ
れ
た

方
も
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
早
め
に
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ

ご
連
絡
の
う
え
、

窓
口
で
受
取
を
お

願
い
し
ま
す
。

令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化
　令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化され、相
続（遺言含む。）により不動産（土地や家屋）を取得した
相続人は、その不動産の取得を知った日から３年以内に相
続登記の申請をしなければならないこととされました。
　相続された方は、今のうちから不動産の相続登記を済ま
せておきましょう。詳しくは、法務省ホームページ（「法
務省　所有者不明」で検索）で確認できます。
■問い合わせ先　前橋地方法務局　不動産登記部門（☎ 027-221-4466）、 中之条支局（☎ 75-3037）

■
使
用
期
限　

　

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

【
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
】

　

事
前
に
送
付
し
て
あ
る

換
金
請
求
書
を
ご
記
入
の

う
え
、
使
用
済
み
商
品
券

を
会
計
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
換

金
請
求
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
期
限
を
過

ぎ
ま
す
と
換
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期

限
内
に
必
ず
換
金
し
て
く
だ
さ
い
。

■
換
金
期
限　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

商
工
観
光
係

　
（
担
当 

髙
橋
優
芽
）

案内案内

東
吾
妻
町
く
ら
し
応
援
商
品
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
吾
妻
町
く
ら
し
応
援
商
品
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲ 町ホームページ
二次元コード

く
だ
さ
い
。

■
本
人
確
認
資
料
の
提
示
・
添
付
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
申
告
書
に
は
個
人
番
号
ま

た
は
法
人
番
号
の
記
載
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
書
を
提
出
の
際
に
は
、
本
人

確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確
認
）
の
た

め
個
人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
り
提
出
の
場

合
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
の
写
し
を

添
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
代
理
人
が
申
告
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
委
任
状
、
本
人
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
等
の
写
し
の
添
付
と
代
理
人
の

運
転
免
許
証
等
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
法
人
の
場
合
は
、
本
人
確
認

資
料
の
提
示
・
添
付
は
不
要
で
す
。

■
提
出
期
限　

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

■
提
出
先　

役
場
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
（
担
当 

山
﨑
拓
人
）

案内案内
　

１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
は
、
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
に
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
地
方
税
法

第
３
８
３
条
）

■
償
却
資
産
と
は

　

製
造
や
小
売
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

個
人
ま
た
は
会
社
で
営
ん
で
い
る
方
が

所
有
し
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
建
物
附
属
設
備
、
構
築

物
、
機
械
、
運
搬
具
、
工
具
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
償
却
資
産

　

の
申
告
に
つ
い
て

　

家
屋
の
屋
根
や
土
地
な
ど
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
売
電
し
た
り
、
事

業
用
に
自
家
消
費
し
た
り
す
る
場
合
に
、

そ
の
設
備
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

ま
た
は
家
屋
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
方
法
に
よ
り
、

固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
が
異
な
り
ま

す
。「
償
却
資
産
」
に
該
当
す
る
設
備
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
所
有
さ
れ
る

太
陽
光
発
電
設
備
が
償
却
資
産
の
申
告

対
象
に
な
る
か
な
ど
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

相続登記の申請義務化に関する説明会と
自筆証書遺言書保管制度に関する説明会

■期　日　令和６年１月から３月まで毎月２回
■時　間　10 時～ 11 時（各日１回）
■会　場　前橋地方法務局または各支局
■その他　事前予約制です。
　　　　　電話で申し込みください。
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町からのお知らせ町からのお知らせ

■
申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
う

え
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

　

町
で
は
、
あ
づ
ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン

プ
場
の
管
理
人
（
日
直
・
清
掃
作
業
員
）

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
任
用
期
間　

　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日　

■
勤
務
先

　

あ
づ
ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
岡
崎
地
内
）

■
職
務
内
容

【
４
月
～
10
月
】

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
（
土
日
祝
日
）

※
た
だ
し
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
末
ま

　

で
は
毎
日
運
営
し
ま
す
。

・
日
直
（
受
付
・
お
客
さ
ま
対
応
な
ど
）

月
３
日
程
度　

８
時
～
17
時

・
清
掃
作
業
（
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
ロ
ッ
ジ
の

清
掃
な
ど
）

月
４
日
程
度　

８
時
～
12
時

【
11
月
～
３
月
】

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
手
入
れ
・
会
議
・
キ
ャ

ン
プ
場
オ
ー
プ
ン
準
備
作
業
な
ど

■
募
集
人
員

　

４
名
（
日
直
２
名
／
清
掃
作
業
員
２
名
）

■
応
募
資
格

　

１
年
間
継
続
し
て
勤
務
可
能
な
方

■
試
験
日
程　

令
和
６
年
３
月
中
旬

※
日
程
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

募集募集

あ
づ
ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

あ
づ
ま
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場  

会
計
年
度
任
用
職
員
　
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
　
募
集

■
報
酬
等

【
時
給
】
９
９
６
円

【
手
当
】
通
勤
手
当

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

商
工
観
光
係

　
（
担
当 

青
木
功
樹
）

　

町
で
は
、
税
の
申
告
期
間
中
に
税
務

課
で
働
け
る
方
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
任
用
期
間　

　

令
和
６
年
２
月
16
日
～
３
月
15
日　

■
勤
務
先　

役
場　

税
務
課

■
職
務
内
容

　

事
務
補
助
（
税
の
申
告
会
場
で
の
受

付
・
案
内
な
ど
）

■
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

※
1
日
７
時
間
程
度
（
休
憩
60
分
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
勤
務
可
能

な
方

※
シ
フ
ト
は
要
相
談
。

■
試
験
日
程　

令
和
６
年
２
月
上
旬

※
日
程
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
の
う

え
、
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

令
和
６
年
１
月
26
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
報
酬
等

【
時
給
】
９
９
６
円

【
手
当
】
通
勤
手
当

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
（
担
当 

小
山
日
出
映
・
武
藤
典
子
）

募集募集

東
吾
妻
町

東
吾
妻
町  

会
計
年
度
任
用
職
員　

募
集

会
計
年
度
任
用
職
員　

募
集

群馬県産業別最低賃金が改正されました群馬県産業別最低賃金が改正されました
　群馬県の最低賃金が改正されました。使用者も、労働者も必ず最低賃金の確認をお願いします。

■問い合わせ先　群馬労働局労働基準部　賃金室（☎ 027-896-4737）

群馬県最低賃金（地域別最低賃金） １時間 935 円 発効日
令和５年 10 月５日

特
定
最
低
賃
金

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】 １時間 1,017 円

発効日
令和５年 12 月 29 日

【一般機械器具製造業最低賃金】 １時間 1,006 円

【電気機械器具製造業最低賃金】 １時間 1,006 円

【輸送用機械器具製造業最低賃金】 １時間 1,006 円

15



InformationInformation

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
。

【
野
生
鳥
獣
を
違
法
に
飼
育
し
た
場
合
】

　

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
84
条
に
よ
り
、

６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課　

農
林
振
興
係

　
（
担
当 

上
原
優
也
）

　

鳥
獣
の
保
護
や
狩
猟
の
適
正
化
な
ど

に
関
す
る
法
律
の
『
狩
猟
法
』
に
基
づ

き
、
無
免
許
・
無
許
可
で
の
罠
の
使
用

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
箱
罠
な
ど
の

使
用
は
、
県
の
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格

し
て
免
許
の
交
付
を
受
け
、
町
か
ら
の

捕
獲
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
己
防
衛
の
た
め
に
敷
地
内
で
使
用
す

る
場
合
で
も
違
反
行
為
に
な
り
ま
す
の

で
、
無
免
許
・
無
許
可
で
の
罠
の
使
用
は
、

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

■
違
反
と
な
る
行
為
の
例

・
無
免
許
・
無
許
可
に
よ
る
罠
の
設
置

・
ト
ラ
バ
サ
ミ
な
ど
の
禁
止
猟
具
の
使
用

・
捕
獲
許
可
が
で
て
い
な
い
野
生
鳥
獣

　

の
捕
獲

■
違
反
に
対
す
る
罰
則

【
野
生
鳥
獣
を
違
法
に
捕
獲
し
た
場
合
】

　

鳥
獣
保
護
管
理
法
第
83
条
に
よ
り
、

・
県
庁
税
務
課

　
（
☎
０
２
７・２
２
６
・２
１
９
２
）

【
制
度
・
臨
時
窓
口
】

・
吾
妻
農
業
事
務
所

　
（
☎
75
・
２
３
１
１
）

・
県
庁
技
術
支
援
課

　
（
０
２
７・２
２
６・３
０
６
１
）

※
令
和
６
年
度
に
免
税
軽
油
に
係
る
制

　

度
改
正
が
あ
り
、
運
用
方
法
に
変
更

　

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

　

に
伴
い
、
来
年
度
使
用
分
の
免
税
書

　

は
、
４
月
以
降
の
配
布
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。

案内案内
　

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
（
32
・

１
円
／
ℓ
）
は
、
農
業
に

使
用
す
る
場
合
な
ど
、
あ

ら
か
じ
め
手
続
き
を
行
う

こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
の
対
象

　

ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培
管
理
な
ど
、
農

業
者
が
農
作
業
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る

機
械
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
軽
油

■
申
し
込
み
方
法

①
県
知
事
に
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」 
と

　
「
免
税
証
」
の
交
付
申
請
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
使
用

　

す
る
農
業
用
機
械
の
確
認
書
類
が
必

　

要
で
す
。

②
交
付
さ
れ
た
「
免
税
証
」
を
、
給
油

　

の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に
提
出
し
、

免
税
軽
油
を
購
入
・
使
用
し
ま
す
。

③
使
用
後
、
伝
票
や
領
収
書
な
ど
と
と

　

も
に
数
量
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

令
和
６
年
２
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

■
申
込
先

　

吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
（
中
之
条
町
合
同
庁
舎
１
階
）

■
問
い
合
わ
せ
先

【
申
請
・
手
続
き
方
法
】

・
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
（
☎
75
・
３
３
０
０
）

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
手
続
き
の
集
中
受
付
期
間
が
始
ま
り
ま
す

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
手
続
き
の
集
中
受
付
期
間
が
始
ま
り
ま
す

案内案内

無
免
許
・
無
許
可
で
の
罠
設
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

無
免
許
・
無
許
可
で
の
罠
設
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

全国瞬時警報システム全国瞬時警報システム
全国一斉情報伝達試験全国一斉情報伝達試験

　国（消防庁）による全国瞬時警報システム（Ｊ
アラート）を使用した全国一斉伝達試験です。
試験に伴い、町内に設置している防災行政無線
から試験放送が流れます。
■日　時　■日　時　令和６年２月９日㈮ 11 時～令和６年２月９日㈮ 11 時～
■問い合わせ先
　総務課 安全対策係（担当  荒木貴充）

令和５年  緑の募金 募金額報告 緑の募金 募金額報告
　令和５年「緑の募金」では、264,405 円の募金が
寄せられ、多くの皆さまよりご支援をいただきまし
たことに感謝申し上げます。ご協力いただいた募金
は、森林整備や緑化推進に有効に活用されます。
　今後とも「緑の募金」運動にご協力
をお願いします。
■問い合わせ先
　農林課 農林振興係（担当  寺嶋龍司）
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地籍調査による地籍図および地籍簿の閲覧地籍調査による地籍図および地籍簿の閲覧
　町では、令和４年度に一筆地調査を行った須賀尾の一部６（須賀尾字三本木
の一部）の地籍図および地籍簿を作成しましたので閲覧を実施します。
　今回の閲覧後、一定の手続きを経て登記簿が訂正されますので、必ず閲覧に
お出かけください。なお、閲覧対象者には個別に通知をお送りします。
■閲覧期間　令和６年１月 12 日㈮～１月 31 日㈬
※土日祝日は実施しません。
　ただし１月 20 日㈯、１月 28 日㈰は実施します。
■時　間　９時 30 分～ 16 時

■場　所　役場本庁舎１階　101 会議室
■その他　印章を必ず持参してください。
■問い合わせ先　農林課　地籍調査係

（担当  大塚徹也・武藤大輔・藤枝将人）

　

令
和
６
年
度
の
農
業
委
員
会
総
会
は

下
記
の
予
定
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

農
地
転
用
等
を
お
考
え
の
方
は
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
正
期
限
ま
で
に
修
正
が
完
了
し
な

　

か
っ
た
場
合
、
翌
月
総
会
へ
保
留
し

　

ま
す
。

※
保
留
が
２
カ
月
続
い
た
場
合
は
書
類

　

を
整
え
て
、
再
度
提
出
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
交
付
予
定
は
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し

　

て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※
事
前
相
談
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
68
・
２
１
１
１
）

案内案内

■日程表　令和６年： 　令和７年：
総会の

年月 申請受付期間 総会予定日 第３条・利用権
許可書交付予定

第４条・第５条
許可書交付予定

４月 ３月 19 日㈫
～ 25 日㈪ ４月 9 日㈫ ４月 10 日㈬ ５月 10 日㈮

５月 ４月 22 日㈪
～ 25 日㈭ ５月 9 日㈭ ５月 10 日㈮ ６月 10 日㈪

６月 ５月 22 日㈬
～ 27 日㈪ ６月 10 日㈪ ６月 11 日㈫ ７月 10 日㈬

７月 ６月 20 日㈭
～ 25 日㈫ ７月 9 日㈫ ７月 10 日㈬ ８月 13 日㈫

８月 ７月 22 日㈪
～ 25 日㈭ ８月 9 日㈮ ８月 13 日㈫ ９月 10 日㈫

９月 ８月 21 日㈬
～ 26 日㈪ ９月 9 日㈪ ９月 10 日㈫ 10 月 10 日㈭

10 月 ９月 19 日㈭
～ 25 日㈬ 10 月 9 日㈬ 10 月 10 日㈭ 11 月 11 日㈪

11 月 10 月 22 日㈫
～ 25 日㈮ 11 月 11 日㈪ 11 月 12 日㈫ 12 月 10 日㈫

12 月 11 月 20 日㈬
～ 25 日㈪ 12 月 9 日㈪ 12 月 10 日㈫ １月 14 日㈫

1 月 12 月 20 日㈮
～ 25 日㈬ １月 9 日㈭ １月 10 日㈮ ２月 10 日㈪

２月 １月 22 日㈬
～ 27 日㈪ ２月 10 日㈪ ２月 12 日㈬ ３月 11 日㈫

3 月 ２月 19 日㈬
～ 25 日㈫ ３月 10 日㈪ ３月 11 日㈫ ４月 10 日㈭

令
和
６
年
度 

東
吾
妻
町
農
業
委
員
会　

農
地
法
許
可
申
請
等
の
日
程

　

県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
・
医
療
事
務
・
介
護
関
係

な
ど
の
知
識
や
技
能
を
習
得
し
て
就
職

す
る
こ
と
を
お
考
え
の
方
に
対
し
て
、

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

の
受
講
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

職
業
訓
練
の
受
講
を
希
望
す
る
方
、

職
業
訓
練
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に

毎
月
、
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
訓
練
の

具
体
的
な
授
業
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
説
明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

の
『
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、

面
接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
を
配

信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
友
達
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

令
和
６
年
１
月
11
日
㈭ 

、
２
月
８
日

㈭
、
３
月
14
日
㈭

■
時
間　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
会
場

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
之
条  

２
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
之
条

　
（
☎
75
・
２
２
２
７
）

案内案内

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）
説
明
会

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）
説
明
会
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InformationInformation

　

東
吾
妻
町
消
防
団
で
は
、
下
記
の
と

お
り
、
火
災
予
防
・
新
年
の
無
火
災
祈

念
を
目
的
と
し
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
、
原
町
・
川
戸
・
郷
原
・

厚
田
地
内
を
消
防
自
動
車
６
台
が
列
を

な
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
行

し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　

令
和
６
年
１
月
７
日
㈰　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
担
当 

荒
木
貴
充
）

案内案内

令
和
６
年

令
和
６
年  

町
消
防
団

町
消
防
団  

防
火
パ
レ
ー
ド

防
火
パ
レ
ー
ド

　

路
上
駐
車
を
な
く
す

※
除
雪
作
業
の
効
率
が
下
が
っ
て
し
ま

　

い
ま
す
。

⑤
深
夜
・
早
朝
の
時
間
帯
に
除
雪
す
る

⑥
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
立
往
生
等
を
起

　

こ
さ
な
い
よ
う
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
着
・

　

チ
ェ
ー
ン
を
携
行
す
る

■
問
い
合
わ
せ
先

【
国
道
・
県
道
】

　

群
馬
県
中
之
条
土
木
事
務
所　

企
画

　

調
査
係
（
☎
75
・
３
０
４
７
）

【
町
道
】

　

役
場
建
設
課　

建
設
管
理
係

　
（
担
当 

飯
塚
卓
也
）

案内案内
　

冬
期
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
県
や
町
が
管
理
し
て
い
る
国

道
、
県
道
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
道
路

に
概
ね
10
㎝
以
上
の
積
雪
が
見
込
ま
れ

る
場
合
に
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
る
場

合
な
ど
は
、
山
間
道
路
で
の
立
ち
往
生

車
両
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
早
め
の
通
行

規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
交
通
量

の
多
い
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・

町
が
連
携
し
て
優
先
的
に
除
雪
を
実
施

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
冬
期

道
路
に
対
す
る
備

え
と
除
雪
作
業
の

実
施
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
道
路
に
せ
り
出
し
て
い
る
竹
や
木
の

　

枝
を
伐
採
す
る

※
竹
や
木
の
枝
が
原
因
で
事
故
が
発
生

　

し
た
場
合
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
の

　

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
家
の
間
口
や
車
庫
の
前
な
ど
の
除
雪

　

を
す
る

③
庭
や
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
除
雪
し

　

た
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

④
大
雪
時
の
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、

降
雪
時
、
道
路
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

降
雪
時
、
道
路
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■巡回ルート　

時 間 場 所

13:50 役場本庁舎駐車場
↓

13:52 焼肉あおぞら信号
↓

13:58 郷原信号
↓

14:00 厚田信号
↓

14:05 大戸口信号
↓

14:10 槻木信号
↓

14:12 山田川信号
↓

14:15 セブンイレブン原町店前
↓

14:16 ファームドゥ原町店前
↓

14:19 いわびつ荘前
↓

14:20 役場本庁舎駐車場

※交通状況により通過時刻が前後します。

▲ 令和３年度
防火パレード

　11 月 30 日に国土交通省から小型除雪機の無償貸付
を受け、町除雪ステーション前で貸与式を行いました。
式典には、関東地方整備局高崎河川国道事務所長（写
真左）が来町され、青木所長は「除雪機が活躍する状
況にならないことがいいが、有事の際は、活用してい
ただき、地域の皆さんの安全安心のために役立ててほ
しい」と挨拶されました。

高崎河川国道事務所から小型除雪機が貸与されました
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町からのお知らせ町からのお知らせ

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

■
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ

　

事
業
所
が
変
わ
る
と
き
は
共
済
手
帳

を
忘
れ
ず
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
請
求
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
昭
和
57

年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た

め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
林
業
退
職
金
共
済
制
度
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界

全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
制
度
の
特
徴

　

掛
け
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法

人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経

費
と
な
り
ま
す
。

　

掛
け
金
の
一
部
は
国
が
免
除
し
ま
す
。

　

雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

案内案内

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
、
林
退

共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の

な
い
方
は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
（
☎
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
９
）

　

町
で
は
、
町
民
を
対
象
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
や
便
利
機
能
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
学
べ
る
『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
』

を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

令
和
６
年
２
月
６
日
㈫

■
時
間

【
初
級
講
座
】　

９
時
～
12
時

【
中
級
講
座
】　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

役
場
３
階　

３
０
１
会
議
室

■
内
容

【
初
級
講
座
】　

　

基
本
操
作
・
カ
メ
ラ
機
能
と
ア
ル
バ

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
・
地
図
ア

プ
リ
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

【
中
級
講
座
】　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
設
定
・
ア
プ
リ

の
管
理
（
更
新
・
削
除
）・
グ
ー
グ
ル
レ

ン
ズ
・
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
介
・
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル

■
定
員　

各
講
座
15
名
（
先
着
順
）

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

　

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

※
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
で
受
講
い
た
だ
き

　

ま
す
。
し
っ
か
り

　

充
電
を
し
て
持
参

　

く
だ
さ
い
。
ま
た

　

ス
マ
ホ
の
機
種
は

　

問
い
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

電
算
統
計
係

　
（
担
当 
青
木
徳
仁
・
小
林
真
之
）

案内案内

便
利
に
使
お
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

便
利
に
使
お
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

あたたかい こころあたたかい こころ
◆ 道の駅あがつま峡へ◆ 道の駅あがつま峡へ
 ❀  ❀ 花壇の花植　パンジー 160 株花壇の花植　パンジー 160 株

㈱アースウェイ さま㈱アースウェイ さま
◆ ◆ 町町へへ
 ❀  ❀ 国道 145 号 清掃活動国道 145 号 清掃活動

池原工業池原工業㈱ さま㈱ さま、コーエィ㈱ さま、コーエィ㈱ さま ありがとうございましたありがとうございました

独立行政法人 勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
〒170-8055 東京都豊島区東池袋 1-24-1 ニッセイ池袋ビル　TEL.03-6731-2889 FAX.03-6731-2890

林退共は林業界で働かれる方のための

国が作った「退職金制度」です

- 働く方への贈り物 -- 働く方への贈り物 -- 働く方への贈り物 -

林退共 検索

https://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

共済手帳をお持ちの皆様へ
▶事業所を変わるときは手帳を忘れずに受け取りましょう！
▶林業界から引退したら、忘れずに退職金を請求しましょう！

定
年
後
、再
雇
用
さ
れ
た
場
合
、

中
退
共
制
度
か
ら
の
通
算
も
可
能
で
す
。

定
年
後
、再
雇
用
さ
れ
た
場
合
、

中
退
共
制
度
か
ら
の
通
算
も
可
能
で
す
。

定
年
後
、再
雇
用
さ
れ
た
場
合
、

中
退
共
制
度
か
ら
の
通
算
も
可
能
で
す
。

一
人
親
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

一
人
親
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

一
人
親
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

「
林
退
共
」の
退
職
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

「
林
退
共
」の
退
職
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、

「
林
退
共
」の
退
職
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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InformationInformation

一青妙

場所 東吾妻町コンベンションホール
駐車場は役場駐車場をご利用ください。

時間 開会14時 (開場13：30)

定員 300名（自由席）
当日会場に直接お越しください。申し込みは不要です。

内容

主催：東吾妻町 問合せ：まちづくり推進課 ☎0279-68-2111 担当：髙橋

※会場が満席になり次第、入場を制限します。会場へはお早めにお越しください。なお、会場内は撮影禁止です。

？
観光大使任命セレモニー＆上映会

日本と台湾にルーツを持つ、一青妙さん原作の映画を上映します。
一青さんの曾祖父、顔雲年氏は、当町原町出身で台湾基隆市の教

育事業に貢献のあった石坂荘作氏と深い親交がありました。
この様な繋がりから、台湾と日本の親善活動もされている一青さ

んに、東吾妻町と台湾の架け橋として、観光大使を引き受けていた
だく運びとなりました。
観光大使任命セレモニー並びに、映画上映会を行いますので、皆

さまのご来場をお持ちしています。

台湾人の父と日本人の母、かわいい妹と共に、家族四人で暮らした懐かしい家。
その家を取り壊すとき見つかった赤い木箱。中にあったのは、亡き母の台湾料
理のレシピ帳。妙の心に思い出があふれ出す…。
料理を通して見えてくる、母から娘たちの愛、そして家族の絆。そしてそれは
一青妙、一青窈姉妹の家族の物語。

2/18(日)

入場無料

14時から

14時00分 観光大使任命セレモニー
14時15分 「ママ、ごはんまだ？」上映会（117分）一青さんトークショー

ゲスト
（作家・舞台女優）

妙さんのトークショー
もあります。
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町からのお知らせ町からのお知らせ

東吾妻 だより水水 Vol.４

■問い合わせ先　上下水道課

　人口減少等による水道使用料金収入の減少が今後も続くと見込まれる中、水道施設の維持・管
理をしていくためには多くの時間と費用が必要です。水道管の老朽化による破裂や自然災害、突
発的な断水などのトラブルは、皆さんの生活を直撃するものです。「水はある」ことが日常ですが、
ほかに代わるものはありません。

　令和２年より、水道料金・水道事業について町・運営審議会で協議し、令和
５年 12 月定例議会で条例案が可決され、令和６年４月より上水道および簡易
水道料金の改定を行うことになりました。町民の皆さんにはご負担をおかけし
ますが、水道事業の運営にご理解とご協力いただきますようお願いします。

持続可能な水道事業を保つため持続可能な水道事業を保つため
水道料金を改定します！水道料金を改定します！

新料金の適用時期の経過措置

　改定日以前から水道を使用している使
用者の料金については、改定日以降の使
用分を日割り計算するのではなく、２回
目の検針時から新料金とします。

区 分 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

上水道

簡易水道

現行料金 新料金 新料金検針 検針 検針

新料金現行料金 現行料金検針 検針 検針

 水道料金比較表 水道料金比較表（１カ月につき 税抜）（１カ月につき 税抜）

簡 易 水 道 料 金 基本使用料 超過料金

一 般 用 10㎥まで 600 円

100 円／㎥
官公署・学校・病院等 50㎥まで 6,000 円

共 用 ５㎥まで 600 円
工 業 用 200㎥まで 24,000 円
臨 時 用 10㎥まで 1,200 円

基本使用料 超過料金

５㎥まで 600 円

100 円／㎥
50㎥まで 7,200 円
５㎥まで 720 円

200㎥まで 28,800 円
10㎥まで 1,440 円

基本使用料 超過料金

５㎥まで 720 円

144 円／㎥
50㎥まで 7,200 円
５㎥まで 720 円

200㎥まで 28,800 円
10㎥まで 1,440 円

新料金（令和６年４月～）

上 水 道 料 金 基本使用料 超過料金

一 般 用 ５㎥まで 600 円

120 円／㎥
官公署・学校・病院等 50㎥まで 6,000 円

共 用 ５㎥まで 600 円
工 業 用 200㎥まで 24,000 円
臨 時 用 10㎥まで 1,200 円

現行料金（～令和６年３月）
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InformationInformation

中央公民館中央公民館　　図書情報図書情報
◆児童図書
『はじめて学ぶ　みんなのお金』……… 伊藤　元重
『はじめて学ぶ　みんなのビジネス』… 髙橋　郁夫
『列車にのった阿修羅さん』…………… いどきえり
◆一般図書
『真田の具足師』………………………… 武田　佑
『スピノザの診察室』…………………… 夏川　草介
『親を見送る喪のしごと』……………… 横森　理香

◆おすすめの一冊
『群馬の教科書』…………… 情報メディア編集部 編

　群馬県を深く知りたい人に贈
る、大人のための教科書。歴史、
地学、産業、交通、統計など、知
らなかった群馬が見えてくる一冊
です。巻頭特集として、群馬県の
ヘリテージ（遺産）などが紹介さ
れています。

■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

著
著
著

著
著
著

　令和６年１月１日から、出産される国民健康保険被保険者の保険税の『所得
割額・均等割』が免除されます。制度施行日は令和６年１月１日ですが、それ
より前の出産であっても出産月の翌々月までの期間が令和６年１月以降にかか
る場合は免除の対象となります。

国民健康保険被保険者で、令和５年 11 月 1 日以降に出産された方へ

産前産後期間産前産後期間のの

国民健康保険税国民健康保険税がが免除免除されます！されます！

・令和５年 11 月１日以降に出産した国保に加入
　している方
・妊娠 85 日（４カ月）以上の出産であること
※この制度での「出産」とは早産・死産・流産・
　人工妊娠中絶の場合も含みます。

対　象

　免除を受けるためには原則、世帯主が役場税務
課に届け出る必要があります。
　申請の際は、母子健康手帳などで事実の確認を
行うため忘れずに持参してください。
※保険税が減額された場合、払いすぎになった保
　険税は還付されます。

国保税の免除方法

　出産予定日の６カ月前から届出ができます。
　出産後の届出も可能です。

受付期間

税務課 保険税係　　（担当  里見 真）
町民課 保険年金係　（担当  丸橋 祐太）

問い合わせ先

①届出書（役場税務課で配布しています。）
②母子健康手帳など
※出産後に届け出る場合、親子関係を明らかにす
　る書類が必要です。

届出に必要な書類

　役場税務課　保険税係

届出先

出産月
令和５年 令和６年

免除期間
11 月 12 月 １月 ２月 ３月

令和５年 11 月 出産 非該当 該当 非該当 非該当 １カ月

令和５年 12 月 非該当 出産 該当 該当 非該当 ２カ月

令和６年 １月 非該当 該当 出産 該当 該当 ４カ月

３カ月前 ２カ月前 １カ月前 出産 １カ月後 ２カ月後

該当 該当 該当 該当 該当 該当

※産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保　　 
　険税が年額から減額されます。産前産後期間の　　
　保険税が０になるとは限りません。

・多胎妊娠は出産予定月の３カ月前から６カ月間

・出産予定月の前月から４カ月間

免除期間
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町からのお知らせ町からのお知らせ

あづま農村環境
改善センター

寒い冬、からだも⼼もぽかぽかに！

2 23

[FR
I]

9:30～12:00

09:40〜：講話「冬のからだづくりミニ講話」

（9:00から受付開始） 主催：東吾妻町スポーツ協会

参加費 無料（先着40名）
持ち物

体育館⽤シューズ・タオル・
飲み物・ヨガマット（あるい
はバスタオル）

第⼆回町⺠⾃主参加事業

講 師
健康運動指導⼠（所属：⽇本健康指導⼠会群⾺県⽀部）
① �園城朋⼦「からだをぽかぽか、ちょこっとエアロビクス」
② �神保理恵「こころをぽかぽか、ちょこっと筋トレ」

10:00〜：運動①「エアロビクス」または「筋トレ」
10:50〜：休憩
11:00〜：運動②「筋トレ」または「エアロビクス」
11:50〜：閉会式

対 象 町内在住在勤の⽅

09:30〜：開会式

第二回町民自主参加事業

参加申し込み書
きりとり線✂ ✂

住　所

電話番号

年　齢

氏　名
フリガナ

提出先：スポーツ協会事務局　東吾妻町大字川戸 235
 　　　（☎ 68-0245　FAX：25-7350
　　　　E-mail：h.a.spkyo@bz04.plala.or.jp）

令和５年度  入札結果
（11 月 21 日 執行）

事　　　業　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

大久保地区森林伐採作業委託 萩　生 吾妻森林組合 6,100,000 円 農林課

保全松林周辺対策事業赤松伐採作業委託
（あづま森林公園：町有林） 岡　崎 吾妻森林組合 483,000 円 農林課

合併処理浄化槽設置工事（5-10 工事） 川戸ほか 富沢設備㈱ 2,120,000 円 上下水道課

町民体育館折畳式バスケット装置交換業務 川　戸 ㈱ナカムラ 2,357,000 円 社会教育課

■問い合わせ先　各担当課まで
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２
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催
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。
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。
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所
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ぐ
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れ
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。

　

そ
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つ
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芝

生
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で
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ル
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の
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験
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抗
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行
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。
初
め
て
経
験
す

る
方
ば
か
り
で
し
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が
、
す
ぐ
に
ル
ー

ル
を
覚
え
て
楽
し
く
対
抗
戦
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
恒
例
の
大

抽
選
会
を
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、

モルッ
ク
は
ご
存
じ
で
す
か
？

　
１
か
ら
12
の
番
号
入
り

の
木
製
の
ピ
ン
（
ス
キ
ッ

ト
ル
）
を
並
べ
ま
す
。
モ

ル
ッ
ク
と
い
う
木
の
棒
を

３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
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位
置
か
ら
ス
キ
ッ
ト
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に
向
け
て
投
げ

て
、倒
れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
の
内
容
に
よ
っ

て
得
点
を
加
算
し
て
い
き
、
先
に
50
点

ぴ
っ
た
り
に
得
点
し
た
方
が
勝
ち
と
い

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り

な
が
ら
、
頭
を
使
う
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、モ
ル
ッ

ク
用
具
の
貸
し
出
し
や
競
技
指
導
を
行

い
ま
す
の
で
、
町
民
体
育
館
ま
で
（
☎

68
・
０
２
４
５
）
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長　
宮
﨑　
忠
明

▲ 道の駅あがつま峡で記念撮影

国の教育ローン国の教育ローン

　高校、大学等への入学時・在学時にか
かる費用を対象とした公的な融資制度
です。お子さま一人につき 350 万円以
内を、固定金利（年 1.95％）で利用でき、
在学期間内は利息のみの返済とするこ
とができます。
■問い合わせ先
　　教育ローンコールセンター

（☎ 0570-008656 または 03-5321-8656）

きりとり線✂ ✂
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～
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ま
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い
ち
ご
短
歌
会
～

戦国真田の岩櫃城跡探検隊
第 23 弾の報告 !!

～地域おこしグループ・あざみの会～

　私たちあざみの会は、郷原の古谷地区にある潜龍院
跡や岩櫃城跡の出浦渕と呼ばれる戦国時代の遺跡整備
などを行っている団体です。岩櫃城の成り立ちを知り
たくて学習会を開く活動を続けて、今回で 23 弾とな
りました。
　当日は午前の部、早川知佐先生により「天正壬午の
乱　岩櫃と真田信幸」と題して、昨年 NHK で放映し
ていた大河ドラマ「どうする家康」のストーリーと絡
ませた岩櫃城と、その時 17 歳の真田信幸のお話をし
ていただきました。とてもわかりやすく興味惹かれる
講演でした。
　午後の部は「来福寺
左京物見の岩」の謎に
迫るフィールドワーク
と し て、 古 谷 登 山 駐
車 場 か ら 密 岩 神 社 経
由で潜龍院跡を訪ねま
した。忍者の元締めで
あったとされる「来福
寺左京」なる謎の人物
が、吾妻川を挟んだ手子丸城の様子を窺っていたと伝
わる、物見の岩をご案内しました。
　早川先生の講演のなかでその昔、戦国時代の大きな
歴史の流れにこの吾妻に住む人々も大きく関わってい
たこと。その場所が潜龍院跡や手子丸城・仙人窟など
であったことを知り、今更ながらに平和の尊さを思い
ました。
　今回、町内外の多くの方にご参加、ご協力いただき
大変ありがたく次回への励みになりました。会員全員
で次なる企画を練っていきたいと張り切っていますの
でご期待ください。
■問い合わせ先　あざみの会（代表  根津光儀）

▲ 墓石に刻まれた言葉を解読す
　 る参加者
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ン
ど
つ
と
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れ
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東　
　

曙
美

町町スポーツスポーツ協会事業参加者募集協会事業参加者募集
名　称 日　程 場　所

第 33 回スケート講習会① １月７日㈰ 温川スケートリンク

スキー指導者講習会 １月８日㈪ 鹿沢スノーエリア

第 10 回空手道講習会 １月８日㈪ 太田小学校体育館

第 48 回町民スキー講習会① １月 13 日㈯ 草津温泉スキー場

郡民スポーツ大会（スケート） １月 14 日㈰ 嬬恋高校スケートリンク

スキー技術講習会① １月 21 日㈰ 片品高原スキー場

第 34 回スケート講習会② １月 21 日㈰ 太田スケートリンク

■問い合わせ先　町スポーツ協会事務局（☎ 68-0245）

投 稿
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　１月分の納期限は１月 31 日です　１月分の納期限は１月 31 日ですまちの人口
～令和５年 12 月１日現在～

	 ●男	 6,098 人

	 前月比	 （－１6 人）

	 ●女	 6,274 人

	 前月比	 （＋　1 人）

	 ●人口	 12,372 人

	 前月比	 （－ 15 人）

	 ●世帯数	 5,458 世帯

	 前月比	 （＋ 6 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。

１月 10 日は「110 番の日」です！
　警察では、毎年１月 10 日を「110 番の日」と定め、住民の皆さんに 110 番制度

の仕組みと 110 番の正しい利用方法についてお知らせしています。

　110 番は事件や事故などが発生したときに、皆さんの安全を守る緊急通報電話です。

通報時は「何が」「いつ」「どこで」あったのかを正しく伝えることが、事件や事故を

早く解決する決め手となりますので、警察官に落ち着いて状況をお話ししてください。

　悩みごとなどの相談は警察相談専用電話「＃ 9110」へご相談ください。

●問い合わせ先　吾妻警察署（☎ 68-0110）

①【だし汁】
煮干しの頭とわたを取り、鍋に分量の水と煮干しを入れてだしをとります。
30 分以上置き、15 分くらい煮出します。

②【めん】
地粉に水を少しずつ加えながら混ぜて丸めます。ビニール袋に入れて、足で
踏み、なめらかになるまで繰り返します。丸めて袋に入れて 30 分以上ねか
せます。

③【下ごしらえ・加熱】
具材は食べやすい大きさに切ります。
鍋にごま油を熱し、固い野菜から順に炒めます。油が回ったら、①のだし汁
を加えて煮ます。野菜がやわらかくなったら、味噌としょうゆで味を調えま
す。

④【めんを切る・煮込む】
台に打ち粉をして②の生地をめん棒で円形に伸
ばし、厚さは２㎜位にします。生地をめん棒に
巻き付けた状態で、包丁で切れ目を入れます。
生地の余分な粉をはたき落とし、めんがくっつかないように鍋に入れ、ふた
をしてやわらかくなるまで煮込み、ねぎを入れて完成です。

おすすめ健康レシピ (No.214)

伝統とおいしさが詰まった、郷土料理！

■作り方

　「
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。

おきりこみ

－　栄養価　ー
（１人前）

エネルギー 396kcal
タンパク質 12.3g
食塩相当量  2.6g

■材料（４人分）

大　根 ……
白　菜 ……
にんじん …
ごぼう ……
里　芋 ……
しいたけ …
油揚げ ……

地　粉 ……

150g
150g
50g
80g
100g（小２個）
20g（２枚）
１枚

200g

長ねぎ ……
ごま油 ……
水 …………
煮干し ……
味　噌 ……
しょうゆ …

水 …………

50g（1/2 本）
大さじ２
1.8 ℓ（９カップ）
８～ 10 本
大さじ２（36g）
大さじ３（54g）

90 ～ 100 ㏄

【汁】

【麺】

この広報紙は環境に配慮した紙を使用しています。 26




